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微分積分学というものを標語的に説明しようとすれば ,「極限概念に基づ く数学Jと い

うようないい方ができるだろう。例えば, 一 多 くの読者にとってはすでに,高等学校

で学んだように 一 放物線 ν=1-"2と "軸
とで囲まれた部分の面積は,その図形を

小長方形で限 りなく近似 していくことにより,そ れらの極限値として求めることができ

る.こ のような,事柄はすでに,ヘ レニズム時代のギリシャにおいて,も つと複雑な図

形 (平面図形の面積ばかりではなく,立体の体積も含めて)に対しても,指導的数学 (哲

学)者には知られていた。その中で最も高名なのは,シラクサのアルキメデス (BC 287?
-212)で あろう.しかし,その彼にしても,極限概念を定式化すること 一単純にいえ

lギ
l電∫(2)を 明示的に議論すること一 はなかったという (ボ イヤー,数学の歴史 2,1

章,8)。 したがつて,こ の時代には,現在の微分法に相当する考えは全 くなかったと見て

よい .

微分のような発想にいたるには,数学の対象として静止したものだけでなく,動 くも

の (運動)を 対象として捕らえることが必要であつた。このような発想はガリレイ (1564

-1642)の 力学の研究などを通して,徐々に数学を扱う人々の間に浸透していつた .

そして,デカル ト(1596-1650)や フエルマ (1601-1665)な どの具体的な関数につい

ての研究の蓄積を踏まえて,ニ ュー トン(1642-1727)と ライプニッツ (1646-1716)の

微分積分学の基本定理を含む微分積分の「発見Jへ とつながるのである。この本で取 り

扱う内容のほとんどは,こ の頃,すなわち遅 くとも 18世紀の中頃,ま でには知られてい

た事柄である.

しかし,本書での取 り扱い方は,上に述べたような歴史的発展の順ではない。微分積

分学が理工系の高等教育にとり入れられたのは,い つ頃のことかはそう定かではないの

だが,そ れ以来の教育上の歴史に由来 している。さらに,近年の高等学校での数学の学

習状況をも配慮して編集した。

現代の科学技術を支える多 くの数学の基礎である微分積分学を学ぶ一助として,こ の

本が読者の役に立てば幸いである。

2000年 9月

著 者
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